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 行
仙
宿
小
屋
の
ス
ト
ー
ブ
交
換
と
行
仙
岳
北
側
の
段
差
補
修
な
ど 

 

◇ 

実
施
日
； 
９
月
４
日
（
土
） 

曇 

◇ 

参
加
者
； 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
乾
克
己
、
大
江
加
予
子
、
畑
林
秀

味
・
清
子
、
松
本
吉
殖
、
梶
野
照
雄
、
瀧
本
昭
太
郎
、
中
前

偉
、
谷
口
昇
、
内
野
井
愼
搾 

 
 
 
 
 
 
 

１
２
名 

 

５
月
４
日
に
青
木
氏
寄
贈
の
鋳
鉄
製
薪
ス
ト
ー
ブ
を
行
仙
宿
小
屋
に
荷
揚

げ
し
た
が
、
そ
の
後
天
候
の
不
順
が
続
き
ス
ト
ー
ブ
の
交
換
作
業
が
延
期
さ
れ

て
、
本
日
よ
う
や
く
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

午
前
９
時
、
登
山
口
に
全
員
が
揃
う
。
児
嶋
さ
ん
は
荷
物
を
モ
ノ
レ
ー
ル
終

点
ま
で
上
げ
、
先
行
し
て
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
に
集
合 

 
 
 

 

川
島
前
代
表
の
慰
霊 

 
 

 

ス
ト
ー
ブ
の
撤
去 

無
人
で
降
り
て
き
た
モ
ノ
レ
ー
ル
に
残
り
の
荷
物
を
積
ん
で
登
り
だ
す
。
途
中

川
島
前
代
表
の
慰
霊
を
行
い
、
終
点
か
ら
荷
物
を
分
担
し
て
行
仙
宿
に
向
か
う
。 

送
電
線
下
の
伐
採
地
で
薪
を
束
ね
て
か
ら
行
仙
宿
に
到
着
。 

先
行
し
た
児
嶋
さ
ん
は
ド
ラ
ム
缶
の
ス
ト
ー
ブ
を
撤
去
し
て
い
て
、
煙
突
も
外

さ
れ
て
い
た
。
ド
ラ
ム
缶
内
部
の
燃
焼
室
は
あ
ち
こ
ち
に
穴
が
開
き
、
上
部
の

燃
焼
筒
は
最
下
部
が
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

ブ
ロ
ッ
ク
を
並
べ
る 

 

薪
ス
ト
ー
ブ
の
位
置
決
め 

 
 
 

行
仙
岳
北
側 

撤
去
さ
れ
た
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
小
屋
の
外
に
運
び
出
し
、
焼
却
炉
横
に
集
積
し

た
。 

土
台
の
耐
火
レ
ン
ガ
を
取
り
、
倉
庫
に
収
納
。
灰
は
小
屋
の
北
西
斜
面
に
撒
い

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
い
て
床
と
同
じ
高
さ
に
す
る
。 

煙
突
を
真
っ
す
ぐ
通
す
た
め
に
、
角
型
排
気
筒
の
一
部
を
外
し
た
。 

こ
こ
迄
の
作
業
で
ス
ト
ー
ブ
設
置
の
目
途
が
立
っ
た
の
で
、
昼
食
に
し
た
。 

 

昼
食
後
、
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
作
業
を
児
嶋
、
乾
、
松
本
、
畑
林
秀
の
４
氏
に

お
任
せ
し
て
、
残
り
の
８
名
で
行
仙
岳
北
側
の
段
差
補
修
に
向
か
っ
た
。 



北
側
の
捲
き
道
分
岐
付
近
で
小
石
を
バ
ケ
ツ
に
２
杯
集
め
て
、
７
月
に
造
っ
た

迂
回
路
に
敷
き
詰
め
た
。
横
木
が
外
れ
て
い
る
箇
所
６
ヶ
所
を
補
修
、
新
し
く

横
木
を
入
れ
た
段
差
を
２
ヶ
所
造
っ
た
。
谷
口
さ
ん
と
内
野
井
さ
ん
が
大
活
躍

で
、
補
修
個
所
の
半
数
以
上
を
お
二
人
で
施
工
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

段
差
の
補
修
作
業 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

迂
回
路
に
小
石
を 

持
っ
て
き
た
木
杭
２
０
本
を
使
い
終
え
て
作
業
終
了
、
行
仙
宿
に
戻
る
。 

行
仙
宿
に
戻
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
は
完
了
し
て
い
た
。
以
前
は
角
型
排
気

筒
の
途
中
ま
で
し
か
届
い
て
い
な
か
っ
た
煙
突
も
、
排
気
筒
の
上
ま
で
伸
び
て
、

排
気
が
確
実
に
な
っ
て
い
た
。
ス
ト
ー
ブ
が
小
型
に
な
っ
た
の
で
、
小
屋
内
の

空
間
が
広
が
り
、
少
し
広
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。 

 

お
堂
前
で
写
真
を
撮
り
下
山
す
る
。 

登
山
口
の
階
段
横
に
シ
ン
ク
を
設
置
し
た
。
中
前
さ
ん
が
不
要
に
な
っ
た
シ
ン

ク
の
再
利
用
先
を
探
し
て
お
ら
れ
た
の
で
持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
。
水
場
か

ら
の
ホ
ー
ス
先
に
置
き
、
足
元
に
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
て
針
金
で
固
定
し
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

 
 

 
 

 

設
置
完
了
し
た
ス
ト
ー
ブ 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 

 
 

登
山
口
に
シ
ン
ク
設
置 
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